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238,765名
（2022 年10 月現在：累計）

全国に防災士は

防災士養成・活動事業 実施事例特集

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

阪神・淡路大震災の教訓から防災士は誕生しました。

　いま、多くの自治体では防災士の養成が地域防災力向上に
有効であると認識され、これまで約 440の自治体が公費をもっ
て防災士の養成に取り組んでいます。また、地域の防災活動
のリーダーとして、自治体が委嘱する地域防災コーディネー
ターなどに、防災士が指名されたり、日本防災士会との防災
協定締結の事例も増えています。
     さらに、多くの自治体が地区防災計画の推進等に防災士の
活用を進めており、防災訓練はもとより、市民の防災意識啓
発についても防災士の役割が期待されています。

災害からの被害を最小限にとどめる、
地域防災力の担い手が「防災士」です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊や家具の転倒の下敷き
となった人々の約８割を家族や近隣住民が救助した事で災害
時の民間力がクローズアップされました。こうした経験等を
教訓にして生まれたのが、地域の防災力の担い手となる防災
士です。
　地域住民の一人ひとりが、防災と減災の知識や技能を身に
つけて、災害に遭った時には、地域の人々が協力し合って被
災した人を救助したり、火災の初期消火等に努め、被害を最
小限にくい止め、地域全体が ”生き延びること” が重要です。

防災士は、災害時の避難所の運営、被災地支援ボランティア活動等にも 取り組みます。

〈我が家の安全〉
　家族と共に災害を予め想定して、我が
家の安全を図ること。 家の耐震補強、家
具固定、備蓄品の用意、家族間での安否
確認方法のとり決め、避難所や避難路の
確認など、家族が事前に備えることで被
害を軽減できることを実践しましょう。

〈職場の安全〉　
　職場の理解と協力のもと、建物の耐震
性の確認、ロッカーや書類庫・事務機等
の固定、水・食糧の備蓄、安否確認の方
法等、災害対応マニュアル作成やＢＣＰ
（事業継続計画）の整備に積極的に参画
しましょう。

〈地域の安全〉
　普段から消防団、自主防災組織、ボラ
ンティア組織などの活動に積極的に加わ
り、近隣とのつながりを大事にし、顔と
顔が見える関係をつくり上げるよう心掛
ける共に、各地域での「地区防災計画」
の推進に協力していきましょう。

地域自治体と連携した防災意識の啓発活動に、
防災士の活躍が期待されています。

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    
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認定特定非営利活動法人日本防災士機構
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三木市避難所運営サポーター委嘱式
（左・より仲田一彦市長［三木市］・関西国際大学学生防災士・村田昌彦 教授・川脇康生 教授）
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日本防災士機構

防災士表彰 P13

   

防
災
士
第
一
号
は
２
０
０
３
年
１０
月
に
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
防
災
士
制
度
は
、
ま
も
な
く

２０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
や
防
災
士
は
２３
万
人
を
超
え
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
自

治
会
、
学
校
、
事
業
所
等
の
多
く
の
場
に
存
在
し
、
多
く
の
自
治
体
で
は
防
災
士
が
協
力
し
て

防
災
訓
練
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
ん
で
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
士
制
度
の
振
興
と
防
災
士
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様

に
改
め
て
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
防
災
士
に
関
す
る
近
年
の
動
向
を
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
内
閣
府
で
は
、
避
難
所
の
運
営
や

避
難
生
活
支
援
に
係
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
は
と
り
と
わ
け
て
防
災
士
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
相
次
ぐ
豪
雨
・
洪
水
災
害
に
備
え
る「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」と
い
う

訓
練
手
法
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
防
災
士
に
そ
の
普
及
啓
発
の
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
ご
要
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
数
年
に
わ
た
っ
て
当
機
構
主
催
の「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」研
修
会
を
共
催
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
災
害
時
の
地
域
情
報
提
供
の
た
め
に
日
本
防
災
士
会
の
都
道
府
県
支
部

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

   

加
え
て
、
近
年
は
女
性
防
災
士
が
多
数
誕
生
し
、
男
女
共
同
参
画
や
母
と
子
の
防
災
教
室
、
高
齢

者
等
災
害
弱
者
の
避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
配
慮
等
々
の
分
野
で
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
防
災
士
に
対
す
る
社
会
の
評
価
と
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、

防
災
士
の
活
動
の
場
も
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

   

近
年
、
台
風
や
温
暖
化
に
よ
る
水
災
害
が
多
発
す
る
な
か
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
国
難
級
の
災
害
の
切
迫
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
大
自
然
の
脅
威
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
、
ま
す
ま
す
地
域
防
災
力
を
向
上
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
時
、
地
域
で
率
先
垂
範
し
て
防
災
行
動
を
進
め
・
広
げ
て
い
く
の
が
防
災
士
で
す
。

防
災
士
の
活
躍
・
活
動
が
、
被
害
を
減
ら
し
、
国
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

   

今
後
と
も
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
防
災
士
30
万
人
時
代
を
目
指
し
て
防
災
士
養
成

事
業
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
防
災
士
機
構

会 
長
　
國
松
　
孝
次

救
急
ヘ
リ
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

元
警
察
庁
長
官

（

　
　
　
　
　
　　
）

防災士養成事業
防災士活動

実施事例特集

防
災
士
制
度
の
あ
ゆ
み

地
域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
防
災
士

年
月
（
西
暦
） 

1
9
9
9
年
12
月　

・
N
P
O
法
人
防
災
情
報
機
構（
会
長 

石
原
信
雄
）防
災
士
制
度
を
提
唱

2
0
0
1
年
12
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
設
立（
会
長 

石
原
信
雄
、常
任
顧
問 

関
根
則
之
）

2
0
0
2
年
7
月　

・
内
閣
府
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
の
認
証（
理
事
長 

玉
田
三
郎
）

2
0
0
2
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
評
議
員
会
発
会（
議
長
氏
家
齊
一
郎
就
任
）

2
0
0
3
年
3
月　

・
防
災
士
制
度
推
進
委
員
会（
委
員
長
廣
井
脩
）　「
防
災
士
制
度
」を
答
申

2
0
0
3
年
4
月　

・
防
災
情
報
機
構
よ
り「
防
災
士
制
度
事
業
」を
日
本
防
災
士
機
構
に
全
面
移
管

                            　
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構
第
1
回
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長 

貝
原
俊
民
、理
事
長 

宮
川
知
雄
、専
務
理
事 

玉
田
三
郎
就
任
）活
動
開
始

　

 　
　
　
　
　
　

 

・
防
災
士
資
格
審
査
機
関
「
防
災
士
認
証
委
員
会
」設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
防
災
士
教
本
を
編
纂
、
平
成
15
年
版
創
刊（
以
後
毎
年
度
、改
訂
版
発
行
）

2
0
0
3
年
6
月　

・
初
の
防
災
士
養
成
研
修
機
関
と
し
て
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
常
葉
大
学
、
日
本
経
営
教
育
セ
ン
タ
ー
を
認
証
委
員
会
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　

・
愛
知
県
が
自
治
体
と
し
て
始
め
て
「
防
災
士
養
成
事
業
」に
参
加

2
0
0
3
年
10
月　

・
防
災
士
第
1
号
認
証（
防
災
士
認
証
者
数
二
一
六
名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
防
災
士
認
証
状
授
与
式（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
0
4
年
3
月　

・
日
本
防
災
士
機
構
発
足
初
年
度
防
災
士
認
証
者
数
一
、五
八
一 

名

2
0
0
4
年
9
月　

・
全
国
消
防
長
会
に「
消
防
官
に
か
か
る
特
例
制
度
」
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
4
年
10
月　

・
日
本
防
災
士
会
発
足（
代
表
幹
事 

小
宮
多
喜
次　
浦
野
修
就
任
）

2
0
0
6
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
一
万
名
達
成

2
0
0
6
年
5
月　

・
会
長 

古
川
貞
二
郎
就
任

2
0
0
7
年
3
月　

・
日
本
赤
十
字
社
と
協
定
「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
に
か
か
る
特
例
」を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　

・
国
立
大
学
と
し
て
始
め
て
徳
島
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
0
7
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
万 

名
達
成

2
0
0
8
年
5
月　

・
警
察
庁
に「
警
察
官
に
か
か
る
特
例
」制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
0
9
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
香
川
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
防
災
士
認
証
者
数
三
万
名
達
成

2
0
1
0
年
3
月　

・
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
0
年
6
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
四
万
名
達
成

2
0
1
2
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数 

五
万
名
達
成

2
0
1
2
年
9
月　

・
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
3
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
六
万
名
達
成

2
0
1
3
年
4
月　

・
日
本
消
防
協
会
に「
消
防
団
員
特
例
」
制
度
の
制
定
を
通
知
、運
用
開
始

2
0
1
3
年
10
月　

・「
防
災
士
誕
生
10
周
年
記
念
の
集
い
」
開
催（
会
場
：
仙
台
市
東
北
福
祉
大
学
け
や
き
ホ
ー
ル
）

2
0
1
3
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
七
万
名
達
成

2
0
1
4
年
4
月　

・
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
、鹿
児
島
大
学
、愛
媛
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
4
年
6
月　

・
理
事
長
鈴
木
正
明
就
任

2
0
1
4
年
8
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
八
万
名
達
成

2
0
1
5
年
2
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
九
万
名
達
成

2
0
1
5
年
11
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
万
名
達
成

2
0
1
6
年
3
月　

・
防
災
士
10
万
人
記
念
大
会
開
催（
会
場
・
東
京
都
千
代
田
区
憲
政
記
念
館
）

　
　
　
　
　
　　
　
　（
来
賓
挨
拶 

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
・
高
市
総
務
大
臣
・
河
野
防
災
担
当
大
臣
）

　               　
　

＊
記
念
式
典（
N
H
K
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
放
映
）

2
0
1
6
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
一
万
名
達
成

2
0
1
6
年
6
月　

・
会
長
國
松
孝
次
・
名
誉
会
長
古
川
貞
二
郎
就
任

2
0
1
6
年
9
月　

・
列
島
縦
断
防
災
・
減
災
公
開
講
座
を
開
設
・
全
国
各
都
市
で
連
続
開
催

2
0
1
6
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
二
万
名
達
成

2
0
1
7
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
三
万
名
達
成

2
0
1
7
年
5
月　

・
国
立
大
学
法
人
山
口
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加

2
0
1
7
年
6
月　

 

・
防
災
士
表
彰
制
度
制
定
2
個
人
4
団
体
表
彰（
以
降
毎
年
度
表
彰
実
施
）

2
0
1
7
年
9
月    

・
国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大
学
が
防
災
士
養
成
事
業
に
参
加　

2
0
1
7
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
四
万
名
達
成

2
0
1
8
年
1
月　

・
東
京
都
知
事
よ
り
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
可

2
0
1
8
年
4
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
五
万
名
達
成

2
0
1
8
年
６
月　

・
理
事
長 

髙
田
恒 

就
任

2
0
1
8
年
12
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
六
万
名
達
成

2
0
1
9
年
3
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
十
七
万
名
達
成

2
0
1
9
年
10
月   

・
防
災
士
認
証
者
数
十
八
万
名
達
成

2
0
2
0
年
2
月    

・
防
災
士
認
証
者
数
十
九
万
名
達
成

2
0
2
0
年
11
月    

・
防
災
士
認
証
者
数
二
十
万
名
達
成

2
0
2
1
年
4
月     

・
防
災
士
認
証
者
数
二
十
一
万
名
達
成

2
0
2
1
年
8
月     

・
理
事
長 

原
正
之 

就
任

2
0
2
2
年
1
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
十
二
万
名
達
成

2
0
2
2
年
4
月　

・
防
災
士
養
成
事
業
に
、こ
れ
ま
で
に
32
府
県
及
び
72
市
区
町
の
自
治
体
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0
を
超
え
る
自
治
体
が
住
民
を
対
象
に
資
格
取
得
助
成
実
施

                                 

・
防
災
士
認
証
者
数
二
十
三
万
名
達
成

2
0
2
2
年
7
月　

・
事
務
総
長 

宇
野
雅
憲 

就
任

2
0
2
2
年
10
月　

・
防
災
士
認
証
者
数
二
三
八,
七
六
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　

❶❷



 富山県防災危機管理センター（南側外観）

自
治
体
の
取
り
組
み
：
富
山
県

防
災
士
の
現
場

富
山
県

　

富
山
県
は
、
三
方
を
急
峻
な
山
々
に

か
こ
ま
れ
、
深
い
湾
を
抱
く
よ
う
に
平

野
が
広
が
っ
て
お
り
、
富
山
市
を
中
心

に
半
径
50
㎞
と
い
う
ま
と
ま
り
の
よ
い

地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
の
災

害
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
過
去
30
年

間
（
1
9
9
2
〜
2
0
2
1
）の
地
震

発
生
回
数
は
、
震
度
３
以
上
が
29
回
、

震
度
４
以
上
で
６
回
と
全
国
最
少
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
富
山
県
は
、
水
害

に
苦
し
め
ら
れ
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
治

水
予
算
の
確
保
を
求
め
た
分
県
運
動
を

発
端
と
し
て
誕
生
し
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
、
ま
さ
に
、
防
災
と
と
も
に
歩
み

を
始
め
た
県
と
言
え
ま
す
。
近
年
の
富

山
県
の
防
災
活
動
に
お
い
て
は
、
頻
発

化
・
激
甚
化
す
る
災
害
の
発
生
に
備
え

る
べ
く
、
2
0
2
1
年
４
月
に
防
災
・

危
機
管
理
の
体
制
強
化
の
た
め
、
危
機

管
理
局
を
新
設
し
、
2
0
2
2
年
10

月
に
は
防
災
・
危
機
管
理
の
中
核
施
設

と
な
る
富
山
県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

が
供
用
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
各
種
防
災

訓
練
や
地
域
で
の
防
災
活
動
の
中
心
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

富
山
県
の
自
主
防
災
組
織
率
は
、

88.4
%（
2
0
2
2
年
3
月
）と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
町
村
別
の
内
訳
で
は
、
市

街
地
で
の
組
織
率
が
低
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
地

域
住
民
等
の
避
難
行
動
等
を
記
載
し

た
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て
も
策
定
し

た
自
主
防
災
組
織
は
少
数
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
で
は
、
新
た
に
地
区
防
災
計

画
の
策
定
に
取
り
組
む
自
主
防
災
組
織

を
モ
デ
ル
的
に
支
援
し
、
地
区
防
災
計

画
の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

防
災
意
識
の
更
な
る
高
揚
を
図
る
た

め
、
富
山
県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

（
2
0
2
2
年
10
月
供
用
開
始
）
に
お

い
て
広
く
県
民
を
対
象
と
し
た
防
災
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
防
災

力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
防
災
士
の
養
成
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
県
の
防
災
士
養
成
研
修
の

取
り
組
み
が
着
実
に
数
値
に
表
れ
て
お

り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
地
域

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
地
域
の

実
情
を
理
解
し
、
防
災
に
対
す
る
深
い

知
識
を
持
っ
た
人
材
で
あ
る
地
域
の
防

災
士
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
本

県
で
は
、
３
年
前
ま
で
人
口
10
万
人
あ

た
り
の
防
災
士
数
が
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
県
主
催
の
防
災

士
養
成
研
修
に
お
け
る
受
講
枠
の
拡
大
、

女
性
特
別
枠
の
設
置
等
に
よ
り
防
災
士

の
増
加
を
図
っ
て
き
た
こ
と
で
、
令
和

元
年
度
に
全
国
平
均
と
同
水
準
ま
で

防
災
士
数
を
増
加
さ
せ
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
、
近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ

る
災
害
の
頻
発
化
な
ど
の
世
間
的
な
関

心
の
高
ま
り
か
ら
、
本
県
の
受
講
希
望

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
か
ら
開
始
し
た
防
災

士
養
成
に
関
す
る
事
業
に
お
い
て
は
、

当
初
50
人
だ
っ
た

受
講
定
員
数
を
、

年
々
拡
大
し
、
直

近
の
2
0
2
2
年

年
度
で
は
2
4
0

人
の
定
員
数
に
増

加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
定
員
数
の
拡

大
に
伴
い
、
研
修

実
施
回
数
を
年
に

２
回
、
２
会
場
で

行
う
こ
と
と
し
、

多
く
の
受
講
ニ
ー

ズ
に
対
応
出
来
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

募
集
に
つ
い
て
は
、

一
般
募
集
枠
と
市

町
村
推
薦
枠
の
２

種
類
を
設
け
て
、

市
町
村
や
民
間
か
ら
幅
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
市
町
村
推
薦
枠
に
つ

い
て
は
、
試
験
合
格
後
も
地
域
で
の
活

発
な
活
動
が
期
待
で
き
る
質
の
高
い
防

災
士
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村

が
推
薦
し
た
方
の
受
講
と
し
、
地
域
の

防
災
力
向
上
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
講
義
は
、
座
学
を
中
心
と
し
た

内
容
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
実

践
的
な
ス
キ
ル
習
得
を
目
的
と
し
て
、

令
和
４
年
度
は
避
難
所
設
営
の
た
め
の

段
ボ
ー
ル
の
組
立
て
演
習
を
行
う
な
ど
、

受
講
者
に
と
っ
て
よ
り
現
場
で
役
立
つ

技
術
や
知
識
の
習
得
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

発
災
時
の
対
応
で
は
、
様
々
な
防
災

関
係
機
関
と
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
が
、
特
に
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
富
山
県
防
災
士
会
に
は
、
県
が

企
画
す
る
防
災
研
修
や
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、

県
で
実
施
し
て
い
る
地
区
防
災
計
画
策

定
モ
デ
ル
事
業
で
は
連
携
し
て
地
区
防

災
計
画
の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

県
内
に
数
多
く
の
防
災
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
富
山
県
防
災
士
会
と
の

協
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と

も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
発
災
直
後
か
ら
地

域
の
住
民
の
命
を
救
う
避
難
誘

導
や
救
助
活
動
が
で
き
る
の
は
、

防
災
士
等
の
防
災
に
造
詣
の
深

い
地
域
住
民
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
実
例
か
ら

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
県

で
は
、
今
後
も
多
く
の
防
災
士

を
養
成
し
、
地
域
で
助
け
合
う

共
助
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
士
の
養
成
が
、

地
域
防
災
力
向
上
の
原
動
力

富
山
県
と
防
災

富
山
県
の
近
年
の
取
り
組
み
状
況

防
災
士
養
成
に
関
す
る
取
り
組
み

富
山
県
防
災
士
会
と
の
連
携

2022年度富山県自主防災組織リーダー研修会

HUG（地区防災計画策定モデル事業）

2022年度防災訓練

地区防災計画策定のための防災街歩き
（危険箇所確認）

2021 年富山県総合防災訓練（合同調整所）
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自
治
体
の
取
り
組
み
：
大
分
市

防
災
士
の
現
場

大
分
市

防
災
教
育
の
充
実
と

防
災
士
養
成

大
分
市
の
風
土

　

大
分
県
は
、
県
土
の
７
割
を
森
林
が

占
め
、
草
原
や
盆
地
、
渓
谷
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
内
陸
部
と
別
府
湾
を
境
に
北

部
沿
岸
は
遠
浅
な
砂
浜
、
南
部
は
リ
ア

ス
式
海
岸
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
都
と
な
る
人
口
約
48
万
人
の
大
分

市
は
、
野
生
の
サ
ル
が
数
多
く
生
息
す

る
高
崎
山
を
は
じ
め
鎧
ヶ
岳
、
樅
木
山

な
ど
の
山
々
の
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
、一

級
河
川
で
あ
る
大
分
川
と
大
野
川
が
南

北
に
流
れ
て
別
府
湾
に
注
ぎ
、
東
部
沿

岸
は
天
然
の
良
港
と
し
て
豊
予
海
峡
に

面
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
網
は
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
・
久
大

本
線
・
豊
肥
本
線
の
３
線
に
加
え
、
九

州
各
都
市
へ
と
繋
が
る
東
九
州
自
動
車

道
・
大
分
自
動
車
道
の
高
速
道
路
が
整

備
さ
れ
、関
西
・
四
国
方
面
へ
フ
ェ
リ
ー

な
ど
の
海
上
交
通
も
充
実
し
て
お
り
、

古
く
か
ら
貿
易
や
産
業
が
発
展
し
、
東

九
州
の
要
衝
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

海
・
山
・
川
の
自
然
の
恵
み
多
い
大

分
市
は
、
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
都
市
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
1
9
9
5
年
１
月

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

2
0
1
1
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
、

2
0
1
6
年
の
熊
本
地
震
、2
0
1
9

年
の
東
日
本
台
風
に
よ
る
大
雨
と
河
川

の
氾
濫
な
ど
、
日
本
各
地
で
地
震
や
集

中
豪
雨
等
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
防
災
体
制
の
整
備
が
必
要

な
こ
と
は
他
の
都
市
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
、
大
分
市

で
は
震
度
６
強
の
地
震
と
、
地
震
発
生

後
の
浸
水
被
害
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
意
識
の
変
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
分
市
に
お
け
る
防
災
教
育
の
取
組

　

そ
こ
で
、
大
分
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
発
生
し
た
災
害
や
今
後
予
想

さ
れ
る
災
害
に
対
し
、
各
学
校
が
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
や
緊
急
時
の

連
絡
体
制
等
、
防
災
体
制
の
整
備
や
防

災
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

大
分
市
に
は
、
2
0
2
2
年
４
月
現

在
、
小
学
校
54
校
、中
学
校
28
校
、
義

務
教
育
学
校
１
校
を
海
岸
沿
い
か
ら
山

間
部
ま
で
広
域
に
わ
た
って
設
置
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、地
震
発
生
時
の
津
波
、

大
雨
等
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
等
の
自
然
災
害
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
大
分
市

教
育
委
員
会
で
は
、
大
分
市
教
職
員
の

防
災
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
、
知
識
や

一
定
の
技
能
の
修
得
及
び
向
上
を
目
的

と
し
て
、「
防
災
士
養
成
講
座
」
を
教

職
員
研
修
に
位
置
づ
け
2
0
1
4
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
2
0
2
0

年
度
を
除
き
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
2
0
2
2
年
３
月
末
時
点
で
、

延
べ
４
９
３
人
の
防
災
士
を
養
成
し
て

学
校
に
配
置
し
、
資
格
を
取
得
し
た
教

職
員
が
各
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の

中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
危
機
管
理
に
お

け
る
各
教
職
員
の
役
割
等

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
等
の
生
命
を
守

り
安
全
を
確
保
す
る
体
制

を
確
立
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
全
教
職

員
が
共
通
理
解
の
下
で
災

害
等
へ
の
対
応
に
当
た
る
こ

と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
き
ま
し
て

は
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
き
、
防
災
計
画
を
含
む

学
校
安
全
計
画
と
危
機
等

発
生
時
対
処
要
領（
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
）を
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
、
学
校
の
状
況
や

防
災
教
育
等
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え

見
直
し
を
行
い
、
随
時
、
改
善
・
改
良

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
災
士
を
活
用
し
た

　
　

学
校
の
防
災
力
の
向
上

　

そ
こ
で
、
各
学
校
で
は
管
理
職
や
防

災
士
資
格
を
有
す
る
教
職
員
を
中
心

に
適
宜
見
直
し
を
行
い
、
地
域
全
体
で

児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
小
中
学
校
が
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
発
生
時
に

は
地
域
住
民
の
方
が
避
難
し
て
く
る
こ

と
か
ら
、「
防
災
士
養
成
講
座
」
に
て
避

難
所
の
開
設
と
運
営
に
学
校
が
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
る
か
、
ま
た
そ
の
際
の
課

題
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

2018年度防災士養成講座

防災士養成講座

　

参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
か
ら
は
、

勤
務
校
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
こ
と
や
、
教
職
員
と
し
て
防
災
士

資
格
を
取
得
し
そ
の
役
割
が
理
解
で
き

た
等
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
分
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
防
災

士
養
成
講
座
」
の
他
に
も
、「
防
災
教
育

担
当
者
研
修
」、「
学
校
保
健
安
全
管
理

職
研
修
」、「
学
校
保
健
安
全
担
当
者
研

修
」等
、
各
学
校
の
管
理
職
や
担
当
者
を

対
象
に
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
応
じ
た
避
難
訓
練
を

年
間
３
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
防
災
局
や
消
防
署

等
と
連
携
し
て
計
画
的

に
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
増
々
甚
大
化

す
る
自
然
災
害
の
危
機

に
際
し
て
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
と
いっ
た

主
体
的
に
安
全
な
避
難

行
動
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
、
今
後
も
防

災
教
育
な
ら
び
に
「
防

災
士
養
成
講
座
」
等
の

研
修
を
継
続
し
て
行
い

学
校
の
防
災
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災害図上訓練（DIG）

2018年度災害図上訓練（DIG）グループ作業

小学校での防災訓練

給水車を活用した防災訓練 ❺❻



大
学
の
取
り
組
み
：
関
西
国
際
大
学

防
災
士
の
現
場

兵
庫
県

全
学
生
を
対
象
に
防
災
士
を
養
成
し
、

社
会
に
送
り
出
す

　

関
西
国
際
大
学
の
学
生
防
災
士
養

成
数
は
、2
0
2
2
年
８
月
ま
で
で
累

計
1,
2
9
7
名
と
、関
西
の
大
学
で
は

最
多
の
養
成
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
度
に
本
学
の
濵
名
学

長
が
ア
ジ
ア
の
提
携
大
学
を
訪
問
す
る

中
で
、｢
安
全･

安
心｣

が
世
界
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
、2
0
1
6
年
に｢

セ
ー
フ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー｣

を
発

足
さ
せ
、安
全･

安
心
教
育
を
本
学
の

柱
の一つ
と
し
て
、体
系
的
に
開
始
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。齋
藤
富
雄･
初

代
セ
ン
タ
ー
長（
元
兵
庫
県
副
知
事
、初

代
兵
庫
県
防
災
監
）の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
全
学
で
セ
ー
フ
テ
ィ
教
育
の
展

開
が
始
ま
り
、｢

防
災
士
養
成
講
座｣

を

全
学
共
通
の
基
礎
的
履
修
科
目
と
し

セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
防
災
士
養
成
講
座

て
位
置
づ
け
、同
年
秋
学
期
に
開
講
し

ま
し
た（
２
年
生
以
上
の
選
択
科
目
）。

　

当
初
は
三
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み
で
の
開

講
で
し
た
が
、2
0
1
7
年
度
か
ら
は

尼
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
、2
0
2
1
年
度
に
は

神
戸
山
手
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
開
講
と
受

講
キ
ャ
ン
パ
ス
を
広
げ
て
い
き
、３
キ
ャ

ン
パ
ス
で
年
３
回
、年
間
2
5
0
名
前

後
の
学
生
防
災
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
在
校
生（
受
講
可
能
対
象
者
）

の
約
４
割
が
防
災
士
資
格
を
取
得
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。学
生
防
災

士
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科
に
お
い

て
、さ
ら
な
る
安
全･

安
心
に
関
す
る

専
門
科
目
を
履
修
し
、社
会
に
巣
立
つ

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、防
災
士
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
講
座

の
履
修
以
外
に｢

救
急
救
命
講
習
の
受

講｣
｢

必
要
経
費
の
負
担｣

「
防
災
士
試

験
合
格
」が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
救
命
講
習
は
所
管
の
消
防
署

で
受
講
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、多
数

の
学
生
が
各
自
で
期
日
ま
で
に
受
講
完

結
で
き
る
か
、奨
学
金
を
受
給
す
る
な

ど
し
て
い
る
学
生
に
１
万
円
を
超
え
る

負
担
金
を
伴
う｢

選
択｣

科
目
の
履
修

を
促
せ
る
か
、さ
ら
に
は
、災
害
経
験
ゼ

ロ
、防
災
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
も
な
い

大
半
の
学
生
が｢

防
災
士
試
験｣

に
合

格
で
き
る
か
な
ど
、当
初
か
ら
様
々
な

懸
念
材
料
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
士
登
録
要
件
を

　
　

い
か
に
確
保
す
る
か
!!

地域防災訓練（マンホールトイレの設営準備）

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、2
0
1

6
年
当
初
か
ら
、他
の
養
成
機
関
で
は

あ
ま
り
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
講
習
は
、学
内
で
も
実
施

で
き
る
よ
う
、所
管
の
消
防
署
に
講
師

派
遣
を
依
頼
す
る
ほ
か
、教
職
員
、学

生
に
も
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取

得
を
毎
年
進
め
、学
内
の
リ
ソ
ー
ス
で

修
了
証
が
取
得
で
き
る
体
制
を
構
築

し
、維
持
し
て
い
ま
す
。特
に
2
0
2
2

年
度
に
は
尼
崎
市

消
防
本
部
に
お
い

て
学
生
20
名
が｢

応

急
手
当
普
及
員｣

の

資
格
を
取
得
し
、

先
輩
学
生
防
災
士

が
後
輩
の
防
災
士

養
成
に
貢
献
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
士
資
格
取

得
に
伴
う
負
担
金

に
つ
い
て
は
、当
初

か
ら
地
元
企
業
約

10
社
に
地
域
の
防

災
力
向
上
を
目
的

と
し
た
学
生
へ
の
防

災
教
育
補
助
の
協

力
を
求
め
、現
在
で

は
企
業
か
ら
の
協

力
金
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
学
生

の
個
人
負
担
金
3,
5
0
0
円
、（
教
本

代
相
当
）で
資
格
取
得
ま
で
完
結
で
き

る
形
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
士
試
験
対
策
と
し
て
は
、講
義

内
容
を
防
災
士
教
本
と
連
携
し
て
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、本
学
に
導
入
さ

れ
て
い
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

（W
eb
Class

）を
駆
使
し
て
、資
料
閲

覧
、振
り
返
り
、試
験
対
策
が「
い
つ
で

も･

ど
こ
で
も･

何
回
で
も
」で
き
る
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
て
お
り
、毎
年
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。特
に
、模
擬

テ
ス
ト
、学
内
単
位
認
定
テ
ス
ト
な
ど

は
、解
答
終
了
と
ほ
ぼ
同
時
に
採
点
結

果
と
解
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
、防
災

士
試
験
対
策
に
も
き
わ
め
て
有
効
に

機
能
し
て
い
ま
す
。

　

1,
0
0
0
名
を
超
え
る
学
生
防
災

士
を
輩
出
し
、す
で
に
社
会
で
活
躍
し

て
い
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。防
災
士

の
資
格
を
携
え
て
学
校
教
員
に
な
っ
た

卒
業
生
も
高
知
県
を
は
じ
め
全
国
に

散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。着
任
後
、さ
っ
そ

く
防
災
訓
練
を
企
画
し
た
と
いっ
た
報

告
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

三
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
防
災
士
資
格
を

取
得
し
た
在
校
生
に
つ
い
て
は
、地
元

防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
避
難
所
調
査
な

ど
の
要
件
を
加
え
た
、｢

三
木
市
避
難

所
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー｣

委
嘱
制
度
を

2
0
1
9
年
度
に
発
足
し
、毎
年
三
木

市
長
か
ら
学
生
防
災
士
が
委
嘱
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

各
キ
ャ
ン
パ
ス
在
校
生
は
、学
生
防

災
サ
ー
ク
ル｢K

U
ISs BO

SA
I｣

に
も

所
属
し
て
、地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参

加
、運
営
協
力
、防
災
イ
ベ
ン
ト
で
の

ブ
ー
ス
出
展
、小
中
学
校
へ
の
防
災
出

前
授
業
、被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、あ
る
い
は
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
D
M
A
T
）研
修
へ
の
運
営
参
加
な
ど
、

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、こ
れ
ら
の
成
果
を
10
月
に
兵
庫

県
で
開
催
さ
れ
る
「
ぼ
う
さ
い
こ
く

学生防災士養成数累計推移

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

1200
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600

400
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1237

982

762

520

255

39

学
生
防
災
士
の
多
彩
な
活
躍

た
い
2
0
2
2
」で
発
信

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

自
然
災
害
が
多
発
し
、

多
様
化
、激
甚
化
す
る

我
が
国
に
お
い
て
、ど
の

よ
う
な
進
路
を
歩
ん
で

も
必
要
と
な
る
安
全・安

心
の
基
礎
的
な
知
見
を

｢

標
準
装
備｣
す
る
若
い

人
材
を
育
成
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、本
学
の
防
災

士
養
成
講
座
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

スポーツ×防災 フェスでのこどもたちへの講習

PCやモニターを多用した講義

防災イベントでのマイ避難カード作成紹介 
❼❽



防
災
士
会
の
取
り
組
み
：
日
本
防
災
士
会
新
潟
県
支
部

防
災
士
の
現
場

新
潟
県

新
潟
県
支
部
の
活
動
と

他
団
体
と
の
連
携
の
実
践
事
例

村上市小岩内での災害ボランティア活動

9月 11 日派遣完了　関川村VCスタッフ

「
新
潟
県
県
北
地
域
豪
雨
災
害
」の

被
害
状
況

　

2
0
2
2
年
８
月
４
日
に
発
災
し
た

水
害
は
、「
新
潟
県
県
北
地
域
豪
雨
災

害
」と
名
付
け
ら
れ
新
潟
県
北
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
〜
４
日
に
線
状
降
水
帯
発

生
情
報
が
３
回
、大
雨
特
別
警
報（
警

戒
レ
ベ
ル
５
相
当
）村
上
市
、関
川
村
、

胎
内
市
に
発
令
、記
録
的
短
時
間
大
雨

情
報
が
２
日
間
で
１６
回
発
表
さ
れ
、土

砂
災
害
警
戒
情
報
は
１０
回
を
記
録
し

ま
し
た
。関
川
村
下
関
で
は
、全
国
歴

代
６
位
と
な
る
１
時
間
雨
量
１
４
９mm

を
観
測
し
、新
潟
県
全
体
で
床
下
浸
水

１
４
６
７
棟
床
上
浸
水
８
５
２
棟
の
被

害
で
し
た
。特
に
村
上
市
、関
川
村
で

被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

た
だ「
死
者
０
」で
あ
っ
た
こ
と
が
救

い
で
し
た
。 

８
月
４
日
災
害
発
生

　

８
月
４
日
早
朝
６
時
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新

潟
放
送
局
の
報
道
担
当
の
方
よ
り
新
潟

県
支
部
用
の
携
帯
電
話
に
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新

潟
放
送
局
と
日
本
防
災
士
会
新
潟
県

支
部
連
携
協
定
に
よ
り
電
話
し
て
い
ま

す
。村
上
方
面
で
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。至
急
村
上
市
周
辺
の
防
災
士
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
。」と
直
接
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。私
の
寝
ぼ
け
た
頭
に
た
だ

な
ら
ぬ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
、関
川
村
の
防
災
士
の
携
帯

電
話
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、連
絡
が
と

れ
ず
心
配
し
ま
し
た
が
、固
定
電
話
に

電
話
し
て
幸
い
繋
り
、「
雷
で
携
帯
基
地

局
が
や
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
」と
の
こ
と

で「
ほ
っ
と
」し
た
が
、「
自
宅
は
床
下
浸

水
の
被
害
が
で
て
お
り
、土
石
流
の
被

害
の
た
め
、あ
ち
こ
ち
で
交
通
が
寸
断

さ
れ
て
い
る
」と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
昼
に
は
、関
川
村
の
防
災
士
の

「
高
齢
の
母
親
を
垂
直
避
難
」の
ニ
ュ
ー

ス
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
流
れ
、
報
道
の
素
早

さ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
連
携
協
定
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

被
災
地
視
察

　

８
月
７
日
、新
潟
県
支
部
学
校
防
災

教
育
推
進
部
長
と
関
川
町
の
被
災
地

に
入
り
、住
民
の
方
や
親
戚
の
方
が
懸

命
に
畳
や
家
財
を
運
ぶ
様
子
を
目
の
当

た
り
に
し
な
が
ら
、関
川
村
の
防
災
士

が
経
営
す
る
古
民
家
カ
フ
ェ「
元
麹
屋
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。次
に
村
上
市
の
防

災
士
会
長
を
訪
れ
ま
し
た
。村
上
市
防

災
士
会（
市
主
催
の
会
）は
、２
５
０
名
の

会
員
が
お
り「
し
っ
か
り
し
た
組
織
」と

い
う
印
象
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
胎

内
市
の
現
副
支
部
長
を
訪
ね
て
総
合
建

設
業
会
社
に
向
か
い
ま
し
た
。休
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
社
長
自
ら
出
社
し
て
災

害
対
応
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
て
お
り
、

防
災
士
の
皆
さ
ん
に
直
接
お
会
い
し
て

被
害
状
況
や
支
援
物
資
な
ど
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。週
明
け
か
ら

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下

V
C
）設
置
の
情
報
も
得
て
当
会
も
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
制
を
急
が
ね
ば

と
感
じ
て
帰
宅
し
ま
し
た
。

新
潟
県
支
部  

関
川
村
Ｖ
Ｃ
に
出
動

　

８
月
８
日
、新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
課
長
代
理
よ
り
、「
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ

フ
が
不
足
し
て
い
る
、明
日
か
ら
防
災

士
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
い
。村
上
市
で

も
関
川
村
で
も
か
ま
い
せ
ん
。」と
連
絡

が
入
り
ま
し
た
。村
上
市
は
地
元
防
災

士
会
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で「
新

潟
県
支
部
は
、関
川
村
を
集
中
し
て
手

伝
い
ま
す
」と
即
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夕
方
か
ら
電
話
を
多
く
か

け
、よ
う
や
く
４
名
の
県
支
部
会
員
を

確
保
し
ま
し
た
。こ
の
日
か
ら
毎
日
２

〜
４
名
の
防
災
士
を
派
遣
す
る
活
動

が
始
ま
り「
Ｖ
Ｃ
に
は
、防
災
士
が
い

る
」体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Ｖ
Ｃ
で
の
防
災
士
の

　
　

一
日
の
作
業
の
流
れ

　

Ｖ
Ｃ
の
朝
は
早
い
で
す
。ス
タ
ッ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
午
前
７
時
３０
分
に
始

ま
り
ま
す
。関
川
村
は
、村
上
市
か
ら

さ
ら
に
山
手
に
進
み
新
潟
市
か
ら
片
道

７５
ｋｍ
、高
速
道
路
を
利
用
し
て
も
１

時
間
１５
分
程
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。毎

日
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
べ
く
Ｖ
Ｃ

に
参
加
す
る
防
災
士
は
、新
潟
市
の
自

宅
を
６
時
前
に
出
発
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
は
、９
時
か
ら
で

す
が
、８
時
３０
分
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
り
は
じ
め
説
明
会
が
始
ま
り

ま
す
。

　

新
潟
県
支
部
の
役
割
は
、資
材
・
送

出
し
班
を
担
当
し
ま
し
た
。班
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
８
時
に
は
実
施
し
、昨
日
ま
で
の

問
題
点
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
共
有
し
、

資
材
の
在
庫
数
量
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
の
役
割
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

訪
問
先
と
作
業
内
容
を
確
認
し
て
資

機
材
な
ど
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
貸
出
を
す

る
こ
と
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
り
出

し
の
ピ
ー
ク
は
、９
時
〜
１０
時
半
頃
、マ

ス
ク
で
見
え
な
い
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
ス
タ
ッ
フ
の
ご
と
く
笑
顔
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
乗
り
込
む
ワ
ゴ
ン
車
に
手
を

振
り
ま
し
た
。

　

空
い
た
時
間
に
は
、支
援
物
資
の
仕

分
け
や
組
立
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
り
、

泥
出
し
の
現
場
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し

た
。Ｖ
Ｃ
の
防
災
士
は
、ゼ
ネ
コ
ン
Ｏ
Ｂ
、

建
設
資
材
会
社
Ｏ
Ｂ
、電
気
工
事
技
師
、

国
土
交
通
省
Ｏ
Ｂ
、海
運
機
関
士
、学

校
協
働
活
動
推
進
員
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
者
な
ど
キ
ャ
リ
ア
豊
富
な
方
々

で
、資
機
材
の
扱
い
や
組
立
な
ど
は
お

手
の
も
の
で
、社
協
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
か

ら「
防
災
士
さ
ん
次
こ
れ
手
伝
っ
て
」と

次
々
と
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。午
後
３

時
を
過
ぎ
る
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
泥
だ
ら
け
で
帰
っ
て
来
ま

し
た
。資
機
材
の
泥
落
と
し
と
泥
だ
ら

け
の
ト
ラ
ッ
ク
の
清
掃
な
ど
が
V
C
の

一日
の
仕
事
の
締
め
く
く
り
で
し
た
。

「
事
故
０
」「
欠
員
０
」

「
感
染
症
の
発
症
０
」で
終
え
る

　

新
潟
県
支
部
は
、関
川
村
社
協
か
ら

重
宝
さ
れ
、「
延
長
、再
延
長
」で
結
局
、

V
C
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
、最
後
の
一
団

体
と
な
り
９
月
１１
日
の
V
C
縮
小
の
日

ま
で
連
日
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。活

動
日
数
３１
日
間
、延
べ
９８
人
の
防
災
士

を
派
遣
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
新
潟

県
に
お
い
て
も
連
日
３,
０
０
０
人
を
超

え
る
感
染
者
が
出
る
な
か
、新
潟
県
支

部
は
、独
自
の「
ス
タ
ッ
フ
健
康
観
察

シ
ー
ト
」や
入
場
者
管
理
と
し
て「
シ
フ

ト
表
」
と
「
連
絡
リ
ス
ト
表
」を
活
用

し
感
染
対
策
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。そ

の
情
報
を
関
川
村
社
協
と
新
潟
県
社
協

と
共
有
し
た
こ
と
が
行
政
か
ら
の
信
頼

を
獲
得
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
り
と
げ
た
充
実
感
と
感
謝

　

今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
県
外
か
ら
の
人

的
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
、自
県
で
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
災
害
で

し
た
。ま
ず
は
、派
遣
に
応
じ
て
く
れ
た

新
潟
県
支
部
会
員
の
健
康
管
理
と
遠
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
ガ
ソ
リ
ン
代
だ
け
の

支
給
で
現
地
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

心
意
気
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
地
の
土
嚢
袋
の
不
足
に
対

応
し
、３,
０
０
０
枚
の
土
嚢
袋
を
提
供

い
た
だ
い
た
日
本
防
災
士
機
構
と
日
本

防
災
士
会
、及
び
新
潟
県
支
部
の
活
動

に
共
感
し
て
支
援
金
を
集
め
て
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
奈
良
県
支
部
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
に
よ
る「
日
頃
か
ら
の
備
え
」

が
今
回
の
活
躍
に

　

新
潟
県
支
部
は
、2
0
1
9
年
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
潟
県
災
害
ボ

ラ
テ
ィ
ア
調
整
会
議（
主
催 

新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
）の
最
も
後
発
で
あ
る

１６
番
目
の
構
成
団
体
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。調
整
会
議
で
実
施
し
て
い

る「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
資
格
」の
取
得
を
新
潟
県
支
部
会

員
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。研
修
は
、年
１

回
３
日
間
で
実
施
さ
れ
、新
潟
県
内
の

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
る

団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
」か
ら
始
ま
り「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
運

営
」に
つ
い
て
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
修
制
度
や
災
害
報
告
会
、

防
災
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し
て
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｓ
Ｖ
Ｎ（
に
い
が
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ク
ー
ク
）

と
の
連
携
を
３
年
に
わ
た
り
深
め
て
き

た
こ
と
が
今
回
の
活
躍
の
要
因
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

「
防
災
は
、
す
そ
の
が
広
い
」

も
っ
と
連
携
を

　

新
潟
県
支
部
は
、毎
年
多
方
面
の
専

門
家
組
織
と
の
連
携
協
定
を
し
て
い
ま

す
。2
0
1
9
年
度
に
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整

会
議
を
通
し
て
の
連
携
、２
0
2
0
年

度
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
、2
0
2
1

年
度
に
新
潟
大
学
災
害・復
興
科
学
研

究
所
と
新
潟
県
。2
0
2
2
年
度
も
２

つ
の
団
体
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
く

こ
と
で
打
合
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
、も
っ
と
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
支
部
と
し
て「
産
・
官
・
学
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
す
そ
の
が
広
い
展
開
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

❾10



4 月 16 日

5月 28 日

6月 11 日

6月 18 日 

7 月 2 日

7月 23 日

7月 30 日

8月 6日

8月 7日

8月 20 日

8月 27 日

9月 3日

9月 10 日

10 月 1日

10 月 15 日

11 月 12 日

11 月 19 日

11 月 26 日

12 月 4日 

12 月 10 日

12 月 17 日

12 月 24 日

1月 22 日

1月 28 日

2月 4日

2月 18 日

「事業継続力強化計画策定セミナー【知る編】 中小企業基盤整備機構

「事業継続力強化計画策定セミナー【作る編】 中小企業基盤整備機構

「耐震診断と補強」 日本木造住宅耐震補強事業者協同組合

「事業継続力強化計画策定セミナー【知る編】 中小企業基盤整備機構

「富士山噴火に備える」 藤井敏嗣（東京大学名誉教授）

「事業継続力強化計画策定セミナー【作る編】 中小企業基盤整備機構

「マイ・タイムライン研修会」 国土交通省・河川情報センター

「南海トラフ地震に備える」 福和伸夫 ( 名古屋大学名誉教授 )

「被災地支援チーム研修会（体験型）」（横浜市リアル開催） 日本防災士機構被災地支援チーム

「事業継続力強化計画策定セミナー【知る編】 中小企業基盤整備機構

「首都直下地震に備える」 古村孝志（東京大学地震研究所教授）

「被災地支援チーム研修会（体験・実技型）」（横浜市リアル開催） 日本防災士機構被災地支援チーム

「事業継続力強化計画策定セミナー【作る編】 中小企業基盤整備機構

「マイ・タイムライン研修会」 国土交通省・河川情報センター

「耐震診断と補強」 日本木造住宅耐震補強事業者協同組合

「福祉防災」 鍵屋一（跡見学園女子大学教授）

「富士山噴火に備える」 藤井敏嗣（東京大学名誉教授）

「災害時におけるドローンの活用方法」（リアル開催） 丹澤淳（株）フライト代表取締役

「被災地支援チーム研修会」（大阪市リアル開催） 日本防災士機構被災地支援チーム

「マイ・タイムライン研修会」 国土交通省・河川情報センター

「巨大災害に備える」 福和伸夫 ( 名古屋大学名誉教授 )

「事業継続力強化計画策定セミナー」 中小企業基盤整備機構

「災害ボランティアと災害ボランティアセンター」 

「被災地支援チーム研修会（体験・実技型）」（横浜市リアル開催） 日本防災士機構被災地支援チーム

「首都直下地震に備える」 古村孝志（東京大学地震研究所教授）

「URの地区防災計画作成と地域自治会との融合の実践事例」 葛西優香（（株）いのちとぶんか社取締役）

開催日時 　曜日 防災士フォローアップ研修会テーマ 　　　　　　　　共催団体・講師

2022 年度防災士フォローアップ研修会一覧（予定含む）

土

土

土

土

土

土

土

土

日

土

土

土

土

土

土

土

土

土

日

土

土

土

日

土

土

土

髙橋  亜弥子
（地域福祉防災・災害支援 Ark 代表）

　

２
０
２
２
年
度
は
下
記
の
表
の
と
お
り
、

数
多
く
の
研
修
会
を
開
催（
予
定
も
含
む
）

し
て
お
り
ま
す
。２
０
２
０
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
、国
土
交
通
省
と
の
共
催
の「
マ

イ
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」で
は
、マ
イ
・タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
全
国
で
普
及
す
る
た
め
に
、防
災
士

が
地
元
地
域
で
講
師
に
な
る
た
め
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。　ま
た
、首
都
直
下
地

震
の
被
害
想
定
の
見
直
し
や
富
士
山
噴
火

の
被
害
想
定
の
改
訂
も
行
わ
れ
た
の
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
、東
京
大
学
地

震
研
究
所
教
授
の
古
村
孝
志
先
生
、東
京

大
学
名
誉
教
授
の
藤
井
敏
嗣
先
生
に

We
b 

配
信
に
よ
る
研
修
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

な
お
、研
修
会
時
の
視
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、家
具
固
定
を
し
て
い
る
が
７２
％
、

防
災
備
蓄
品
を
準
備
し
て
い
る
が
８５
％
と

防
災
に
対
す
る
備
え
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

数
値
が
出
ま
し
た
。な
お
、研
修
会
の
総
視

聴
者
数
は（
９
月
１０
日
現
在
）、１
，０
０
０

名
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

メールマガジン読者登録募集のご案内【無料】

■お申込み方法
下記申込用URLにアクセスし、お申込みください。
http://bousaisi.jp/information/magazine/top/
モバイル端末の方は、QRコードからのお申込みができます。

当機構では、防災士や防災に携わっている皆様を対象に、防災に関する動向、防災士の皆様の
活動等に関する情報をお届けする目的でメールマガジンを配信しています。
■メールマガジンの主な内容
防災士養成状況、国や地方公共団体の防災動向、
防災イベントの紹介、防災士活動状況
（日本防災士会、その他の防災士団体、メディア報道記事）等。

■配信予定日　
原則として毎月5日、20日を配信日としています。

ご希望の方は、下記の手続きにて申し込みください。
QRコードはこちら

◎開 催 日 　2022 年９月３日（土）
◎受 講 者 　防災士 30名
◎会    　場　  横浜市民防災センター
　　　　　     （横浜市神奈川区沢渡４ー７）
◎実施内容
　（１）座学
　　　①防災士の活動状況について
　　　②地震災害
　（２）体験研修（地震・火災体験ツアー）
　（３）実技
　　　①倒壊物からの救出
　　　②けが人の搬送
             他
　（４）講師 : 機構職員
　　                被災地支援チーム統括監・指導監

日
本
防
災
士
機
構
：
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

日
本
防
災
士
機
構
で
は
、防
災
士
か
ら
の
要
望
に
応
え
、防
災
士
の
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

最
新
の
防
災
情
報
の
提
供
と
あ
わ
せ
、防
災
士
が
住
民
に
分
り
や
す
い
防
災
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

参
加
費
無
料
の
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
体
験
学
習
と

実
技
・
座
学

日
本
防
災
士
機
構
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
が
指
導

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、当
機
構
の
研
修
会
も
ほ
と
ん
ど
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

研
修
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
で
は

ど
う
し
て
も
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、感
染

症
対
策
を
万
全
に
し
、８
月
７
日（
日
）と
９
月
３

日（
土
）に
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、日
本
防

災
士
機
構
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
が
講
師
と
な
り
、

体
験
型
と
体
験・実
技
型
の
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

8
月
7
日（
日
）の
体
験
型
研
修
会
で
は
、地
震

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
の

体
験
や
火
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
、
訓
練
用
消

                                研修内容

◎開 催 日 　2022 年８月７日（日）
◎受 講 者 　防災士 24名
◎会    　場　  横浜市民防災センター
　　　　　    （横浜市神奈川区沢渡４ー７）
◎実施内容
　（１）座学
　　　①防災士の活動状況について
　　　②地域の防災力向上にあたって
　　　③近年の火災傾向及び原因について
　（２）体験研修（地震・火災体験ツアー）
    （３）講師 : 機構職員
              　　　被災地支援チーム統括監 火

器
を
使
っ
た
消
火
体
験
と
、
煙
体
験
で
は
体
に

害
の
な
い
煙
を
室
内
に
充
満
さ
せ
、
煙
か
ら
の
避
難

行
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
の
研
修
会
で
は
、座
学
と
倒
壊
物
か

ら
の
救
出
と
け
が
人
の
搬
送
を
被
災
地
支
援
チ
ー

ム
統
括
監
及
び
指
導
監
か
ら
受
講
者
が
直
接
指

導
を
受
け
な
が
ら
、担
架
な
ど
を
実
際
に
使
用
し

て
実
技
研
修
を
受
け
ま
し
た
。両
日
と
も
研
修
の

最
後
に
、
受
講
者
に
対
し
て
、当
機
構
理
事
長
の

原
正
之
よ
り
受
講
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
も
実
際
に
指
導
を
受
け
て
分
か
り
や
す

か
っ
た
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

けが人搬送訓練

座学研修

消火シミュレーター 地震シミュレーター

倒壊物からの救出訓練

横
浜
市

※リアル開催以外は、Zoomによる配信

 被災地支援チームとは、主に防災士による被災地活動の調整・統
括を目的として、機構が委嘱している、消防署長以上の経験者で、
災害現場の指導監督に関して優れた能力を有する統括監、消防
司令補以上の経験者で優れた防災指導等の技術を有する指導
監で構成しております。
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日
本
防
災
士
機
構
：
防
災
士
表
彰

表
彰
制
度

千
葉
県

埼
玉
県

青
森
県

佐
賀
県

長
崎
県

愛
媛
県

高
知
県

新
潟
県

N
P
O
団
体　

防
災
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
様（
愛
媛
県
）

　

2
0
1
5
年
、愛
媛
大
学
と
松
山
市
が
連
携
す
る
研
修
を
受

講
し
た
大
学
生
に
よ
り
設
立
さ
れ
、地
域
や
学
校
の
防
災
活
動
支

援
、被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
幅
広
い
活
動
を
行
い
1.17
防
災
未
来
賞

「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」大
学
生
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。工
学
系
分
野
を
活
か
し
各
地
区
の
避
難
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を

作
成
、地
区
防
災
計
画
策
定
支
援
を
行
い
、全
41
地
区
の
計
画
の

完
成
に
尽
力
し
、小
中
高
校
生
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
災
害

碑
巡
り
の
動
画
を
配
信
す
る
等
、他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

佐
賀
県
防
災
士
会  

様（
佐
賀
県
）

　

2
0
1
0
年
に
結
成
さ
れ
た
佐
賀
県
防
災
士
会
は
、佐
賀
県
や

市
町
防
災
訓
練
の
協
力
や
地
域
で
の
防
災
普
及
啓
発
活
動
、災
害

時
の
避
難
所
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
様
々
な
活
動
を
行
って

い
ま
す
。令
和
元
年
豪
雨
災
害
時
に
は
佐
賀
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
及
び
被
災
地
支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、

家
具
転
倒
防
止
対
策
の
推
進
や
各
地
域
の
団
体
等
の
H
U
G
訓

練
、大
雨
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
す
る
等
、多
年
に
わ
た
り
他
の
模

範
と
な
る
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

上
越
市
防
災
士
会 

様（
新
潟
県
）

　

2
0
0
7
年
に
設
立
し
、15
年
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
４
月
１
日
現
在
21
支
部
、5
7
2
人
の
会
員
を
有
し
、

市
内
28
地
域
自
治
区
の
う
ち
21
地
区
に
支
部
を
設
置
し
て
い
ま

す
。上
越
市
と
協
力
し
て
防
災
士
育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
防

災
訓
練
の
指
導
や
災
害
リ
ス
ク
の
確
認
と
そ
の
対
応
な
ど
幅
広
い

防
災
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、近
年
、女
性
部
会
を
中
心

に
家
庭
で
取
り
組
め
る
防
災
グ
ッ
ズ
や
非
常
食
の
市
民
講
座
を
開

催
す
る
な
ど
、多
年
に
わ
た
り
他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

千
葉
県
中
部
地
区
郵
便
局
長
会 

様（
千
葉
県
）

　

2
0
1
4
年
か
ら
防
災
士
活
動
を
開
始
し
、現
在
、会
員

1
2
4
人（
郵
便
局
長
）中
48
人
が
防
災
士
の
資
格
を
有
し
て
い

ま
す
。2
0
1
9
年
の
台
風
15
号
、19
号
、そ
の
後
の
大
雨
で
千
葉

県
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、市
原
市
に
お
い
て
防

災
士
の
郵
便
局
長
が
中
心
と
な
っ
て
の
べ
21
日
間
、96
名
が
被
災

地
支
援
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。平
常
時
も
地
域
の
防
災
士
と
し

て
災
害
時
の
避
難
マッ
プ
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
継
続
的
に
実
施

す
る
な
ど
、他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

防
災
士
会
高
知 

様（
高
知
県
）

　

2
0
0
8
年
設
立
以
来
、防
災
啓
発
活
動
や
災
害
支
援
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、感
染
防
止
を
行
っ

た
上
で
高
知
県
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
防
災
出
前
講
座
等
を

行
い
、各
種
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、会
員
に
対

し
防
災
出
前
講
座
講
師
と
し
て
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
町
村
と
平
常
時・災
害
時
の
活
動
に

つい
て「
防
災
に
関
す
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
す
る

等
、多
年
に
わ
た
り
他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

大
澤　
サ
ユ
リ 

様（
埼
玉
県
）

　

2
0
0
6
年
に
防
災
士
の
資
格
取
得
し
、現
在
は
、日
本
防
災
士

会
、埼
玉
県
防
災
士
会
そ
れ
ぞ
れ
の
副
理
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

各
地
の
大
規
模
災
害
被
災
地
を
訪
れ
て
被
災
地
支
援
活
動
に
、あ

た
る
と
と
も
に
、埼
玉
県
内
外
で
防
災
講
演
や
各
種
訓
練
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。埼
玉
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
彩
の
国
会
議
」代
表
幹
事
、埼
玉
県
国
民
保
護
協
議
会
委
員
、居

住
地
上
尾
市
の
あ
げ
お
未
来
創
造
市
民
会
議
委
員
を
務
め
る
な
ど

防
災
士
と
し
て
模
範
的
な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

川
浪　
良
次 

様（
長
崎
県
）

　

2
0
0
9
年
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、2
0
1
1
年
に
日

本
防
災
士
会
長
崎
県
支
部
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
中
心
的
役
割
を

果
た
し
設
立
時
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。長
崎
県
の
依
頼

に
よ
り
多
く
の
防
災
研
修
会
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
日
常
的
に
防

災
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災・熊
本
地

震・九
州
北
部
豪
雨
等
で
は
長
期
に
わ
た
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
尽
力
す
る
等
、防
災
士
と
し
て
模
範
的
な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

工
藤　
淳 

様（
青
森
県
）

　

2
0
0
5
年
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、2
0
0
6
年
日
本

防
災
士
会
青
森
県
支
部
を
設
立
す
る
際
、県
内
防
災
士
に
会
設
立

を
働
き
か
け
初
代
会
長
に
就
任
し
、さ
ら
に
2
0
1
1
年
に
は
東
北

各
県
支
部
と
の
連
絡
協
議
会
の
結
成
に
尽
力
し
初
代
会
長
を
務
め

る
な
ど
東
北
地
方
に
お
け
る
防
災
士
の
先
駆
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。ま
た
、気
象
予
報
士・防
災
士
と
し
て
の
知
識
と
経

験
を
活
か
し
各
種
研
修
の
講
師
や
ラ
ジ
オ
番
組
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
広
く
防
災
啓
発
を
行
う
等
、防
災
士
と
し
て
模
範
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
部　

選
考
理
由 

個
人
の
部　

選
考
理
由 

　防災士表彰制度は、防災士としての活動及び社会貢献活動等に関して顕著にして他の模
範となる大きな功労があった防災士、又は防災士のグループ・団体に対し、これを称え顕彰
することにより、防災士全体の志気を高め、活動意欲の増進を期待すると共に、防災士制度
の更なる進展に寄与することを目的として、2016年に制定いたしました。2022年6月23
日に表彰式を行い、表彰授与者には、会長・國松孝次から表彰状と副賞10万円を贈呈いた
しました。
　内藤尚志消防庁長官・榊真一内閣府政策統括官（防災担当）より受賞のお祝いのお言葉
を頂戴いたしました。

（
50
音
順
）

2
0
2
2
年
６
月
２３
日     

於 

憲
政
記
念
館

２
０
２
2
年
防
災
士
表
彰
の「
防
災
士
功
労
賞
」と
し
て

８
団
体
・個
人
を
選
考
、表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
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防災士REPORT 2022

238,765名
（2022 年10 月現在：累計）

全国に防災士は

防災士養成・活動事業 実施事例特集

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

阪神・淡路大震災の教訓から防災士は誕生しました。

　いま、多くの自治体では防災士の養成が地域防災力向上に
有効であると認識され、これまで約 440の自治体が公費をもっ
て防災士の養成に取り組んでいます。また、地域の防災活動
のリーダーとして、自治体が委嘱する地域防災コーディネー
ターなどに、防災士が指名されたり、日本防災士会との防災
協定締結の事例も増えています。
     さらに、多くの自治体が地区防災計画の推進等に防災士の
活用を進めており、防災訓練はもとより、市民の防災意識啓
発についても防災士の役割が期待されています。

災害からの被害を最小限にとどめる、
地域防災力の担い手が「防災士」です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊や家具の転倒の下敷き
となった人々の約８割を家族や近隣住民が救助した事で災害
時の民間力がクローズアップされました。こうした経験等を
教訓にして生まれたのが、地域の防災力の担い手となる防災
士です。
　地域住民の一人ひとりが、防災と減災の知識や技能を身に
つけて、災害に遭った時には、地域の人々が協力し合って被
災した人を救助したり、火災の初期消火等に努め、被害を最
小限にくい止め、地域全体が ”生き延びること” が重要です。

防災士は、災害時の避難所の運営、被災地支援ボランティア活動等にも 取り組みます。

〈我が家の安全〉
　家族と共に災害を予め想定して、我が
家の安全を図ること。 家の耐震補強、家
具固定、備蓄品の用意、家族間での安否
確認方法のとり決め、避難所や避難路の
確認など、家族が事前に備えることで被
害を軽減できることを実践しましょう。

〈職場の安全〉　
　職場の理解と協力のもと、建物の耐震
性の確認、ロッカーや書類庫・事務機等
の固定、水・食糧の備蓄、安否確認の方
法等、災害対応マニュアル作成やＢＣＰ
（事業継続計画）の整備に積極的に参画
しましょう。

〈地域の安全〉
　普段から消防団、自主防災組織、ボラ
ンティア組織などの活動に積極的に加わ
り、近隣とのつながりを大事にし、顔と
顔が見える関係をつくり上げるよう心掛
ける共に、各地域での「地区防災計画」
の推進に協力していきましょう。

地域自治体と連携した防災意識の啓発活動に、
防災士の活躍が期待されています。

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の民間研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
③消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。    
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防災士資格取得
試験受験・合格

消防署・日本赤十字社等

自治体の取り組み 富山県
自治体の取り組み 大分市
大学の取り組み関西国際大学
防災士会の取り組み日本防災士会新潟県支部
日本防災士機構 防災士フォローアップ研修会
日本防災士機構　防災士表彰

三木市避難所運営サポーター委嘱式
（左・より仲田一彦市長［三木市］・関西国際大学学生防災士・村田昌彦 教授・川脇康生 教授）


